
主 直 日 誌 

   ２月１３日（金）天候 主直氏名  

【実習・課業の具体的な内容】 

 ・冷凍機について ・活餌管理  

【感想（一日を振り返り、学んだこと、感じたこと）】 

 今日は初めて活餌管理をしました。活餌管理では、死んでしまった魚が何キ

ロくらいだったか、活餌艙の底に沈殿した魚の排泄物を取ったり、いろいろな

ことをしました。まだ一度しかやっていないため仕事を覚えきれていないので

、少しずつ確実に覚えていきます。死んでしまった魚は、棒量りを使って測り

メモをします。課業では冷凍機について学びました。冷凍機は２台あり１号冷

凍機と２号冷凍機があります。１号冷凍機ではブライン液も活餌も入っていな

い空の魚艙を冷やします。空の魚艙にはブライン液に入っていたカツオを冷凍

保存するために－５０℃まで冷やします。ブライン液で冷凍した後さらに冷や

していき、水揚げまで冷凍しておきます。２号冷凍機ではカツオを最初に入れ

るブライン液を冷やします。ブライン液は海水よりも塩分濃度を濃くすること

で－15℃まで冷やすことができ、カツオを効率よく冷やすことができます。冷

凍機は冷媒を使って熱交換をしています。１次プレートと２次プレートがあり

、１次プレートでは新鮮な海水と活餌艙の海水で熱交換をしています。２次プ

レートでは１次プレートで冷やされた海水と排出するブライン液で熱交換して

います。このように、なるべく冷たいまま排出せずに熱くなっている海水を冷

やしてから排出されるようになっています。もっとたくさんのことを知り、今

回の乗船が無駄にならないようにしていきます。 
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